
６
月
５
日
（
水
）
世
界
環
境
デ
ー
に

因
み
、
建
交
労
東
京
都
本
部
は
赤
羽
駅

前
で
清
掃
労
働
者
と
し
て
働
く
仲
間
の

労
働
条
件
改
善
を
訴
え
る
宣
伝
行
動
を

開
催
し
ま
し
た
。
関
東
支
部
の
真
田
書

記
長
は
「
ゴ
ミ
収
集
事
業
は
東
京
都
か

ら
区
へ
移
管
後
、
作
業
員
の
区
か
ら
民

間
へ
の
移
行
が
進
み
、
区
に
よ
っ
て
は

６
～
７
割
が
民
間
業
者
に
丸
投
げ
さ
れ

て
い
る
。
夏
場
の
過
酷
な
作
業
に
加
え

年
収
３
０
０
万
以
下
と
将
来
が
見
通
せ

ず
若
年
層
の
定
着
率
が
悪
い
。
運
転
手

・
作
業
員
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

東
京
都
や
区
は
下
請
け
の
運
賃
や
人
件

費
の
値
上
げ
な
ど
、
清
掃
事
業
の
安
全

・
安
心
に
責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
鉄
道
東
日
本
本
部
ア

ク
セ
ス
協
議
会
の
小
野
議
長
は
「
私
た

ち
は
Ｊ
Ｒ
の
駅
構
内
の
清
掃
を
請
負
う

Ｊ
Ｒ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
Ｊ
Ｒ
東
日
本
環

境
ア
ク
セ
ス
で
働
い
て
い
る
。
３
２
０

０
名
の
従
業
員
の
内
、
正
社
員
は
６
５

０
名
程
度
で
、
多
く
は
非
正
規
社
員
。

定
期
昇
給
が
無
い
な
ど
沢
山
の
差
別
が

あ
る
。
ト
イ
レ
清
掃
は
主
に
女
性
が
担

当
し
て
い
る
が
、
慢
性
的
な
人
手
不
足

で
掛
け
持
ち
が
多
く
昼
食
休
憩
も
ま
ま

な
ら
な
い
。
さ
ら
に
従
来
支
給
さ
れ
て

い
た
特
殊
作
業
手
当
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、

よ
り
安
く
、
よ
り
忙
し
く
働
か
さ
れ
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
の
『
き
れ
い
な
駅
か
ら
素

敵
な
旅
へ
』
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

は
程
遠
い
。
」
と
実
態
を
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
鉄
道
東
京
地
本
の
斉
藤
特
別
執

行
委
員
は
「
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
へ
民
営
化

さ
れ
、
新
た
に
発
足
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本

環
境
ア
ク
セ
ス
で
労
働
組
合
を
結
成
し

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
組
合
結
成
前

の
ア
ク
セ
ス
職
場
は
、
現
場
長
の
一
声

で
労
働
者
が
解
雇
さ
れ
る
な
ど
劣
悪
だ
っ

た
。
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
、
労
働
者

の
自
覚
と
権
利
意
識
が
芽
生
え
、
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
こ
と
へ
の
意
欲

と
行
動
力
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

Ｊ
Ｒ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
働
く
仲
間
は

建
交
労
に
結
集
し
一
歩
ず
つ
前
進
し
よ

う
。
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

【
執
行
委
員
笹
原

和
樹
】

首
都
圏
運
輸
基
本
集
団

交
渉
団
は
、
４
月
２
１
日

か
ら
２
２
日
に
か
け
て
、

栃
木
県
那
須
塩
原
市
に
て

２
４
春
闘
の
総
括
会
議
を

開
催
し
、
８
社
か
ら
１
４

名
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し

た
。
冒
頭
の
団
長
挨
拶
で

「
２
０
２
４
年
問
題
が
話

題
に
な
る
中
、
４
月
を
迎

え
た
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の

改
善
に
向
け
て
一
歩
ず
つ

動
き
始
め
て
い
る
が
、
両

手
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
る

状
況
で
は
な
く
、
や
っ
と

出
発
点
に
立
っ
た
所
で
あ
る
。
今
後
は
、

関
係
省
庁
に
建
交
労
と
し
て
更
な
る
改

善
の
要
請
と
、
世
間
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が

必
要
。
２
４
春
闘
が
ど
の
よ
う
な
た
た

か
い
で
あ
っ
た
か
総
括
し
、
次
に
繋
げ

よ
う
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
鈴
木
事

務
局
長
よ
り
、
今
年
１
月
に
行
な
っ
た

春
闘
討
論
集
会
で
示
さ
れ
た
方
針
の
確

認
と
、
こ
の
間
の
た
た
か
い
の
総
括
、

闘
争
日
程
等
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
２
４
春
闘
の
課
題
を

テ
ー
マ
に
各
支
部
・
分
会
か
ら
の
報
告

と
、
全
体
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。
２

月
９
日
に
開
催
し
た
要
求
決
定
集
会
で

は
、
１
８
歳
最
賃
の
大
幅
な
引
き
上
げ

を
中
心
に
要
求
項
目
を
整
理
し
、
人
員

確
保
を
各
企
業
に
要
求
す
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
賃
金
や
労
働

時
間
、
定
年
延
長
、
東
京
ト
ラ
ッ
ク
最

低
賃
金
協
定
書
な
ど
、

多
岐
に
及
ぶ
要
求
を
、

制
度
面
に
焦
点
を
当
て

て
交
渉
を
進
め
る
こ
と
。

ま
た
、
す
べ
て
の
職
場

で
要
求
の
前
進
を
目
指

す
こ
と
を
意
思
統
一
し
、

春
闘
に
突
入
し
た
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

２
４
春
闘
を
振
り
替

え
る
と
、
労
働
時
間
や

定
年
延
長
な
ど
制
度
面

に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て

交
渉
し
た
も
の
の
、
賃

金
が
中
心
課
題
と
な
る

今
年
の
春
闘
情
勢
の
中
で
、
結
果
と
し

て
わ
ず
か
な
前
進
に
留
ま
り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
交
渉
を
積

み
重
ね
て
来
ま
し
た
が
、
制
度
面
で
前

進
し
て
い
な
い
職
場
も
あ
る
た
め
、
賃

金
だ
け
で
な
く
、
制
度
面
の
前
進
を
勝

ち
取
る
べ
く
、
よ
り
要
求
内
容
を
精
査

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
要
求

内
容
に
変
更
や
新
設
な
ど
変
化
が
あ
る

場
合
に
は
、
特
に
会
社
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
事
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
労

使
で
の
認
識
の
一
致
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
集
交
に
結
集
し
て
い
る

各
社
そ
れ
ぞ
れ
の
２
４
春
闘
に
つ
い
て

の
総
括
と
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
い
終
了
し

ま
し
た
。
【
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

事
務
局
長

上
村

誠
】
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清
掃
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
を
６
・
５
世
界
環
境
デ
ー
宣
伝
行
動



６
月
７
日
～
９
日
に
静

岡
県
伊
豆
の
国
市
伊
豆
長

岡
サ
ン
バ
レ
ー
富
士
見
に

て
１
５
回
建
交
労
学
校
が

開
催
さ
れ
６
０
名
の
仲
間

が
参
加
し
ま
し
た
。
初
日

は
元
朝
日
新
聞
記
者
伊
藤

千
尋
さ
ん
の
日
本
国
憲
法

に
つ
い
て
の
記
念
講
演
、

長
崎
県
本
部
中
里
研
哉
委

員
長
よ
り
「
今
を
生
き
る

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
・

・
先
輩
た
ち
の
壮
絶
な
被

曝
体
験
を
次
の
世
代
に
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
、
翌
日

は
「
建
交
労
の
魅
力
！
業

種
部
会
の
と
り
く
み
紹
介
」

と
し
て
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
か
ら
松

澤
彰
一
副
部
会
長
、
全
国
学
童
保
育

部
会
か
ら
田
村
一
志
事
務
局
長
、
全

国
労
災
職
業
病
部
会
か
ら
永
島
久
美

幹
事
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
「
し
い

た
け
の
里
」
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

し
た
。
た
ま
た
ま
椎
茸
が
苦
手
な
仲

間
が
揃
っ
た
班
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
最
終
日

は
角
田
中
央
執
行
委
員
長
が
「
建
交

労
が
う
け
つ
い
だ
も
の
今
と
こ
れ
か

ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
か
つ
て
角
田

さ
ん
が
「
建
民
の
お
ね
ー
ち
ゃ
ん
」

（
建
民=

建
設
民
間
）
と
呼
ば
れ
て

い
た
当
時
の
思
い
出
を
交
え
な
が
ら

の
講
義
で
し
た
。
運
営
と
講
師
を
担

当
さ
れ
た
足
立
中
央
副
執
行
委
員
長

や
松
澤
部
会
長
は
、
第
１
回
建
交
労

学
校
に
参
加
し
た
時
の
こ
と
を
回
想

し
な
が
ら
「
当
時
は
座
っ
て
ば
っ
か

り
で
苦
行
だ
っ
た
が
今
回
は
本
当
に

楽
し
か
っ
た
！
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。
【
鉄
道
東
京

秋
山

哉
保
】

建
交
労
に
結
集
す
る

様
々
な
職
業
を
理
解
し

団
結
を
深
め
よ
う
と
い

う
目
的
で
始
ま
っ
た
異

業
種
学
習
交
流
会
の
第

４
回
が
５
月
１
８
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
、
建

築
設
計
、
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
続
い
て
、
今

回
は
ゼ
ネ
コ
ン
現
場
監

督
の
仕
事
に
つ
い
て
中

部
一
般
支
部
中
西
部
民

間
分
会
が
企
画
し
、
片

山
組
で
現
役
の
現
場
監

督
を
さ
れ
て
い
る
廣
川

勝
信
さ
ん
に
講
演
頂
き
ま
し
た
。

「
現
場
監
督
は
安
全
、
品
質
、
工
程
、

予
算
を
守
り
な
が
ら
、
建
築
物
を
完

成
さ
せ
る
責
任
の
重
い
仕
事
。
技
術

だ
け
で
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
準
備
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。

仕
事
の
後
の
一
杯
を
楽
し
み
に
頑
張
っ

て
い
る
。
若
い
世
代
の
育
成
や
完
全

週
休
２
日
制
が
課
題
。
」
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
次
回
の
異
業
種
学
習
交

流
集
会
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

【
執
行
委
員

笹
原

和
樹
】
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ト
ラ
ッ
ク
の
要
求
と
し
て
「
一
つ
の

運
行
の
基
準
を
あ
ら
た
め
て
示
す
こ
と
。

連
続
運
転
時
間
後
の
駐
停
車
場
所
に
つ

い
て
Ｑ
＆
Ａ
で
示
す
一
般
国
道
併
設
の

コ
ン
ビ
ニ
・
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
対

象
か
ら
外
す
こ
と
。
２
人
乗
務
の
特
例

で
の
車
両
内
ベ
ッ
ド
で
の
仮
眠
時
間
に

つ
い
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
な
ど
乗

車
装
置
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
な
い
も

の
を
認
め
な
い
こ
と
。
自
動
車
運
転
業

務
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
つ
い

て
７
２
０
時
間
以
内
と
す
る
こ
と
。
ト

ラ
ッ
ク
の
産
業
別
最
低
賃
金
（
特
定
最

賃
）
に
つ
い
て
全
国
一
律
の
産
業
別
最

賃
制
度
と
し
て
確
立
す
る
た
め
の
法
的

整
備
す
る
こ
と
。
」
を
求
め
ま
し
た
。

局
は
「
当
局
の
所
掌
を
超
え
る
内
容

で
あ
る
た
め
、
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を

本
省
に
伝
え
る
。
」
と
回
答
。
バ
ス
の

要
求
は
「
残
業
（
早
出
含
む
）
は
臨
時

的
・
緊
急
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
周

知
し
、
ま
た
、
臨
時
的
・
緊
急
的
に
限

る
よ
う
、
ま
た
休
日
労
働
は
極
力
避
け

る
よ
う
に
周
知
す
る
こ
と
。
就
業
規
則

に
お
い
て
変
形
労
働
時
間
制
を
除
き
、

所
定
労
働
時
間
は
法
定
労
働
時
間
を
超

え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
、

周
知
す
る
こ
と
。
」
を
求
め
ま
し
た
。

局
は
「
時
間
外
労
働
や
休
日
労
働
は

必
要
最
小
限
に
留
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
各
労
基
署
に
て
周
知
す
る
。
所
定
労

働
時
間
に
つ
い
て
法
令
等
に
お
け
る
特

段
の
定
め
は
無
い
が
、
労
基
法
３
２
条

は
原
則
と
し
て
法
定
労
働
時
間
を
超
え

て
労
働
さ
せ
て
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し

て
い
る
。
違
法
な
時
間
外
労
働
に
つ
い

て
引
き
続
き
指
導
を
行
う
。
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
【
書
記
長

遠
藤

晃
】

第４回都本部異業種学習交流会

中部一般支部中西部民間分会企画 ゼネコン現場監督
６
月
２
０
日
告
示
、
７
月
７
日
投
開

票
で
東
京
都
知
事
選
挙
が
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
前
回
の
２
２
名
を
大
き
く

上
回
る
５
６
名
が
立
候
補
す
る
激
戦
と

な
り
ま
し
た
。

３
期
目
を
目
指
す
現
職
の
小
池
氏
は
、

２
期
８
年
の
都
政
を
自
画
自
賛
し
た
う

え
、
保
育
料
無
償
化
の
対
象
拡
大
、
出

産
支
援
強
化
、
デ
ジ
タ
ル
行
政
を
掲
げ
、

首
都
防
衛
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
自
民

党
・
公
明
党
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

の
応
援
を
得
て
い
ま
す
。

立
憲
民
主
党
・
日
本
共
産
党
・
社
民

党
の
支
持
を
受
け
た
蓮
舫
氏
は
、
１
８

日
７
つ
の
約
束
と
い
う
政
策
を
発
表
し
、

現
役
世
代
の
手
取
り
を
増
や
す
、
頼
れ

る
保
育
・
教
育
・
介
護
・
医
療
、
ガ
ラ

ス
張
り
の
都
政
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

大
木
の
伐
採
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
神

宮
再
開
発
に
つ
い
て
は
、
立
ち
止
ま
る

と
表
明
し
ま
し
た
。

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
裏
金
問
題

で
揺
れ
る
自
民
党
は
、
こ
の
間
の
補
選

・
首
長
選
で
全
敗
、
内
閣
支
持
率
は
１

０
％
台
に
落
ち
込
ん
で
い
て
、
小
池
氏

に
縋
り
つ
く
し
か
道
が
な
い
よ
う
で
す
。

東
京
の
選
挙
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国

政
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
私
た
ち

の
要
求
を
託
せ
る
候
補
者
を
当
選
さ
せ
、

首
都
東
京
か
ら
日
本
の
夜
明
け
を
作
り

出
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

建
交
労
東
京
都
本
部
は
、
す
べ
て
の

組
合
員
に
都
政
の
問
題
に
つ
い
て
語
り

合
い
、
家
族
・
友
人
を
含
め
て
周
り
の

都
民
に
投
票
を
訴
え
る
こ
と
を
呼
び
か

け
ま
す
。

以
上

執
行
委
員
長

松
田

隆
浩

■７月１１日（木）１８時～組織拡大検討

委員会宣伝行動／門前仲町交差点

■７月２１日（日）１０時～全国青年部反

核平和キャンペーン学習会／中央本部

（高田馬場駅から徒歩）

■７月２９日（月）１５時～東京都交渉

／都庁第２庁舎１０階２０１・２０２

■８月 ４日（日)～６日（火）原水禁世

界大会／広島

■８月３１日（土）～９月２日（月）

第２６回建交労中央定期大会／群馬

組合掲示板


